ありんこの里を作る会　定例会(運営委員会)議事録

日時:2005/03/26(土) 10:00～12:00

場所:福祉会館 4階 会議室

出席者:山本(直)、杉山大、杉山友、前田智、小林洋、山内、望月世、北島、片田


寺岡、曽根、山本、高橋、米沢、木村

1.総会について

· 来賓について

· 花田氏　講演もお願いする。

· テーマ「障害者の自立」　作業所設立のための制度の変貌について

· 静岡ろう学校長　鈴木先生　OK

· 高橋節氏

· 杉田一氏

· 下記を追加依頼

· 中部親の会　新会長　長谷川氏

· 中部手話サークル連絡会　事務局長　津野辺氏

· 式次第

· 13:00～13:10
開会あいさつ
小林会長(欠席の場合は副会長　寺岡)

· 13:10～13:20
来賓あいさつ
杉田、高橋氏

· 13:20～13:40
経過報告
山本直

· 13:40～14:00
事務局体制・活動方針案など報告

· 14:00～15:30
特別講演

· 15:30～16:00
質疑応答

· 16:00～16:30
閉会あいさつ・報告・その他

· 17:30～19:30
親睦会(花田氏を囲んで)

· 役割分担について

· 受付
2名
するがの会

· 司会
1名
ろう協

· 会計
2名
あおいの会

· 会場
3名
するがの会・ろう協

· 資料・案内ビラ
事務局

· 案内ビラの紙のいろは黄緑色で。

· 飲み会幹事
2名
親の会

· 場所･･･和民(駅南　エスポット1階)

· 人数･･･30名

· その他

· 来賓のリボンは子供たちに作ってもらう

· 集合時間は部屋の確認の後、連絡する

· 午後しか予約していなかったので、12時に中央福祉センターに集合

2.平成17年度の活動方針検討

1 交流

子供たちとの交流を深め、活動の輪を広げていく

2 来像の検討

制度についての学習をしながら、施設・作業所の将来像を考えていく

3 資金集め

バザー用品の開発と、大きなイベントを行いたい。

ろう協、通研などの行事と、バザーをタイアップして行うよう、計画を立てる。

4 会員拡大

総会の時に会員募集を行う。PRの方法を工夫する。

3．しおりの見直し

· ありんこの会　→　ありんこの里を作る会に変更

· 連絡先の明記する　静岡市西脇のアパートを正式活動拠点として載せる。

· 施設から共通して「共に働く施設・場」と訂正する

· 支援団体の紹介を削除する

· これまでのあゆみを追加する

· 表紙の写真を撮り直す。

しおりの作成　→　ろう学校の苅和先生にお願いする。

しおりの印刷　→　ろう学校の印刷機を借りて行う。




親の会を中心に、手伝える方はお願いします。

4.規約の見直し

　見直し案でOK。

5.運営委員の確認

· あおいの会
3名
高橋法、片田、北嶋

· するがの会
3名
山本直、望月正、松島

· ろう協
3名
杉山大、斎藤、杉山友

· 親の会
7名
寺岡、安本、曽根、山下、山本、高橋、米沢

· 県通研

堺

· 静通研

小林洋、山内

· 清水

· 現在は5団体の中から2名が出席しているが、今後は静岡と合わせてほしい。

· 5月に5者会議があり、改めて返事する。

6.その他

· 小澤さんについて

· 3/26(土)PMに会う予定だったが、向こうの都合により、4月になった。

· 事務所に置くパソコンは、静聴協事務局で不用になったノートパソコンを譲ってもらう。

· 4月中に電話回線を引く。

· ありんこ通信の発送について

· 第三種郵便にすれば、郵送料が押さえられる。

· 詳細について、前田さんが調べて、適用されるのであれば申請してみる。

· バザー用品について

· ろう協女性部の石垣さんより、手作り品について協力が得られそう。

→　ろう協が、親の会と女性部を引き合わせる場を作って話し合って下さい。

· 商品開発

· クリアファイルを作るときは、マークはファイルの裏側にプリントすると良い。今のままだと、マークが邪魔で中身が見えにくい。

· 防災用ふえを作ってみてはどうか？

· ファスナー付書類入れ

· 次回会議

· 事務局会議　04/07(木)19:00～中央福祉センター

· 運営委員会　04/16(土)10:00～静岡県総合社会福祉会館　3階　福祉会集会室

